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６
月
10
日
、
16
日
、
17
日
、
24
日
の
４
日

間
に
わ
た
り
、
14
行
政
連
絡
区
の
各
集
会
所

で
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
政
の
主
要
政
策
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

各
行
政
連
絡
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
町
政
全
般

に
関
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
お
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
昨
年
に
引

き
続
き
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
町
の
現
状
や
政
策
課

題
に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を
政
策

形
成
に
活
か
す
べ
く
３
部
構
成
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

て
の
主
要
課
題
の
説
明
。「
町
の
財
政

状
況
」、「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
」、「
三
芳
町

の
地
域
防
災
に
つ
い
て
」、「
放
射
線
対

策
」、「
鶴
瀬
駅
西
通
り
線
に
つ
い
て
」

な
ど
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
部
で
は
、
事
前
に
各
行

政
連
絡
区
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
事
項

に
、
そ
の
場
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
３
部
で
は
、
以
上
を
踏
ま

え
て
の
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
は
、
関
越
自
動
車

道
三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
で
平
成
18
年
に
恒

久
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
下
り
方
面

し
か
利
用
で
き
な
い
ハ
ー
フ
運
用
で
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
等
東
京
方
面
へ
の

乗
り
入
れ
を
求
め
る
声
が
多
く
、
今
ま

で
の
経
過
と
今
後
の
方
針
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
地
域
防
災
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

関
係
機
関
、
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
地
域
防
災
初
期
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
中
で
す
。
７
月
に
概
要
版
、

12
月
に
完
成
版
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
26
日
に
二
市
一
町
の
合
同

防
災
訓
練
が
総
合
運
動
場
で
、
10
月
27

日
に
は
、
藤
久
保
小
学
校
で
指
定
避
難

所
の
実
践
的
な
エ
リ
ア
型
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

「
鶴
瀬
駅
西
通
り
線
」
鶴
瀬
駅
か
ら

川
越
街
道
へ
の
都
市
計
画
道
路
は
、
富

士
塚
区
画
整
理
事
業
と
し
て
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
埼
玉
県

に
よ
る
事
業
認
可
が
、
平
成
25
年
１
月

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、
街
区
・

路
線
測
量
及
び
換
地
設
計
、
移
転
交
渉

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
認
可
後
工
事

着
工
に
は
２
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、

最
優
先
で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
町
政
に
迅
速
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
詳
細
は
広
報
や

Ｈ
Ｐ
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

昨年実施された事業の仕分けの様子
各集会場で開催されたまちづくり懇話会

「事業の仕分け」事業
　　　　１日目　７月７日（土）

1地域福祉バス利用助成事業 9:10 ～ 10:00

2 敬老祝金支給事業 10:10 ～ 11:00

3 障がい者住宅援護事業 11:10 ～ 12:00

4 歴史民俗資料館管理運営・整備事業 12:10 ～ 13:00

　　　　　　　昼休み

5図書館資料購入整備事業 14:00 ～ 14:50

6 公民館学習講座事業 15:00 ～ 15:50

7 小中一貫教育推進事業 16:00 ～ 16:50

8 三芳町立学校支援員配置事業 17:00 ～ 17:50
　　　　２日目　７月８日（日）

9 こども医療支給事業 9:10 ～ 10:00

10 公立保育所管理運営事業 10:10 ～ 11:00
11 学童保育室管理運営事業 11:10 ～ 12:00

12 妊婦健康診査事業 12:10 ～ 13:00

　　　　　　　昼休み
13 一般廃棄物収集運搬事業 14:00 ～ 14:50
14 ごみ処理施設維持管理事業 15:00 ～ 15:50

15 消費生活相談事業 16:00 ～ 16:50

16 緑地保全事業 17:00 ～ 17:50

第
２
回

事
業
の
仕
分
け
実
施

　

今
年
も
、
７
月
７
日
（
土
）
８
日
（
日
）

の
二
日
間
、
藤
久
保
公
民
館
で
事
業
の
仕

分
け
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
の
必
要

性
や
実
施
主
体
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

公
開
の
場
で
外
部
の
視
点
に
よ
る
検
証
を

行
い
、
今
後
の
事
務
事
業
の
改
革
・
改
善

に
結
び
つ
け
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
傍
聴
は
自
由
で
す
。

　

一
道
を
行
く
者
は
・
孤
独
だ
・
だ
が
・

前
か
ら
呼
ん
で
下
さ
る
方
が
あ
り
・
後

ろ
か
ら
押
し
て
下
さ
る
方
が
あ
る
◆
仏

教
詩
人
・
坂さ

か
む
ら
し
ん
み
ん

村
真
民
さ
ん
の
詩
で
す
。

３
月
に
愛
媛
県
砥と

べ部
町
に
記
念
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
居
て
も
立
っ
て

も
い
ら
れ
ず
、
５
月
の
連
休
に
輪
行
を

兼
ね
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
公
務
を
終

え
た
夕
刻
、
新
幹
線
に
飛
び
乗
り
広
島

県
尾
道
へ
。
翌
朝
、
し
ま
な
み
海
道
を

抜
け
て
四
国
今
治
に
渡
り
、
海
岸
沿
い

を
巡
り
松
山
に
到
着
。
ど
う
に
か
閉
館

前
に
間
に
合
い
ま
し
た
◆
展
示
さ
れ
た

書
や
詩
が
、
本
人
が
い
ま
す
が
如
く
輝

き
を
発
し
て
い
ま
す
。「
一
道
を
行
く
」

こ
の
書
の
前
に
立
っ
た
時
、
冒
頭
の
詩

が
、
先
ず
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
人
は

誰
し
も
、
一
人
で
生
ま
れ
一
人
で
死
ん

で
い
き
ま
す
。
志
を
抱
い
て
歩
む
道
も

皆
孤
独
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
が
、
前

か
ら
後
ろ
か
ら
、
呼
ん
で
、
押
し
て
下

さ
る
方
が
確
か
に
い
ま
す
。
一
所
懸
命

生
き
て
い
る
と
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ

ま
す
◆
記
念
館
を
後
に
し
、
一い

っ
ぺ
ん
し
ょ
う
に
ん

遍
上
人

の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
法ほ

う
が
ん
じ

巌
寺
に

向
か
い
ま
し
た
。
住
職
の
奥
様
の
ご
好

意
で
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
迷
い
の
あ
る
心
を
見
透
か

す
よ
う
な
鋭
い
厳
し
い
眼
差
し
で
語
り

か
け
て
き
ま
す
。「
お
前
の
志
は
。
何

を
し
て
い
る
。」
と
。「
初
心
」
を
思
い

起
こ
す
と
、
不
思
議
と
鋭
い
眼
差
し
は

穏
や
か
な
眼
差
し
に
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
◆
論
語
に
「
己
に
克か

ち
て
礼
に
復か

え

る

を
仁
と
為な

す
。
一い

ち
じ
つ日

己
に
克
ち
て
礼
に

復
れ
ば
天
下
仁
に
帰
す
。
仁
を
為
す
は

己
に
由
る
。」と
あ
り
ま
す
。
克
己
復
礼
。

自
身
を
振
り
返
る
と
日
々
、
反
省
の
連


